
平成１８年６月１日 

 

平成１７年度決算概況（平成１８年３月末） 

 

 横浜信用金庫（横浜市中区尾上町２－１６－１ 理事長 斎藤 寿臣）は、平成１８年６月２３日

（金）の総代会において平成１７年度の決算について報告します。 

 つきましては、「平成１７年度決算資料」を添えてお知らせします。 

１．本決算のポイント 

（１）５５期連続黒字決算 

（２）貸出金平均残高が６期ぶりに増加 

（３）不良債権残高の減少 

２．業 容 

  預金（譲渡性預金を含む）平均残高は、前年度比２．０８％増加し１２，６６７億円となりま

した。預金期末残高は、法人預金・個人預金ともに順調に推移して前年度比２．５９％増加し１

３，０５８億円となりました。 

  貸出金平均残高は、前年度比０．７５％増加し７，９８３億円、期末残高は同１．８６％増加

し８，３６５億円となりました。貸出金平均残高は６期ぶりの増加となり減少傾向に歯止めがか

かりました。 

３．損 益 

  経常収益は、前年度比１億５１百万円減の２９１億７５百万円となりました。減収の要因は貸

出金利息の減少によるものです。 

  経常費用は、前年度比３５億６１百万円減の２２７億１１百万円となりました。不良債権処理

費用が大幅に減少（下表参照）したことによります。 

  この結果、経常利益は、前年度比３４億９百万円増の６４億６３百万円となりました。また、

本業の収益力を表わす業務純益（一般貸倒引当金繰入後）は、前年度比３億５８百万円減の７４

億８９百万円となりました。 

  今年度から固定資産の減損会計が適用となり、営業用店舗等の土地建物を７７６百万円減額し、

同額を減損損失として特別損失に計上しました。 

  当期純利益は、前年度比１３億６４百万円増の３１億６６百万円となりました。これにより、

昭和２６年に信用金庫に組織変更して以来、５５期連続の黒字決算となりました。 

 

               ＜不良債権処理費用＞ 

 16 年度 17 年度 増減額 

貸出金償却 46 百万円 2百万円     △44 百万円 

個別貸倒引当金繰入額    4,272    1,070  △3,202 

債権売却費用      450      148    △301 

合        計    4,769    1,221  △3,548 

 

（参 考） 

   

一般貸倒引当金繰入額        △429    △647    △217 

 （注）貸倒引当金繰入額は個別貸倒引当金繰入額と一般貸倒引当金繰入額の合計額 

となります。 



４．諸比率 

  貸出金利回は２．６２％と前年度比０．０９ﾎﾟｲﾝﾄ低下、預金利回は０．０７％と同０．０１

ﾎﾟｲﾝﾄ低下、経費率は１．４８％と同０．０１ﾎﾟｲﾝﾄ低下し、預金貸出金利鞘は、１．０７％と前

年度比０．０７ﾎﾟｲﾝﾄ縮小しました。 

  資金運用利回は１．９０％と前年度比０．０６ﾎﾟｲﾝﾄ低下、資金調達原価率は１．５８％と同

０．０２ﾎﾟｲﾝﾄ低下し、総資金利鞘は、０．３２％と前年度比０．０４ﾎﾟｲﾝﾄ縮小しました。 

  自己資本比率は、９．１８％と前年度比０．１３ﾎﾟｲﾝﾄ低下しましたが、依然として国際基準

（８％）を上回る高い水準を維持しています。 

  また、中核的自己資本（Tier1）に占める繰延税金資産（注）の比率は、９．９0％と前年度比

０．４８ﾎﾟｲﾝﾄ低下しました。 

  （注）「その他有価証券」の評価損に係る繰延税金資産７３４百万円を除く。 

５．不良債権 

  不良債権残高は、信用金庫法基準・金融再生法基準共に前年度末に比べ２５％前後減少しまし

た。企業再生に積極的に取り組むとともに、企業実態のない先等に対しては直接償却、担保物件

処分、サービサーへの売却により不良債権のオフバランス化を図りました。不良債権比率は、信

用金庫法基準が前年度の８．１９％から６．０５％に、金融再生法基準が前年度の８．１９％か

ら６．００％に、４期連続して低下しました。また、不良債権に対する担保・貸倒引当金等によ

る保全率は９４％を超えています。 

６．１８年度計画 

  １８年度の利益計画は次のとおりです。 
  ①業務純益   ７１億４４百万円（前年度比 △３億４５百万円） 

  ②経常利益   ４９億４３百万円（ 〃   △１５億２０百万円） 

  ③当期純利益  ３２億６０百万円（ 〃   ＋９４百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たしかな明日のお手伝い 

神奈川・東京に６０店舗 


